
�みんなの広場 
　 【ひとこと・風の便り…】p��～��

�ま ちの話題
　 【健全育成キャンペーン�】p��～��

�はつらつ健康ひろば
　 【不育症について】p��～��

�おしらせ p��～��

�ハッピーバースデー   p��

��������	
��
����	

�� �
平成���
（����年） 
������
第��号

夏だ！
　みんなで
　　プールに行こう！
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�
「
す
だ
れ
」
や
「
よ
し
ず
」

ま
た
は
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

を
使
い
、
日
差
し
を
遮
り
ま

し
ょ
う
。

�
温
度
設
定
を「
強
」か
ら「
中
」

に
変
え
ま
し
ょ
う
。
食
品
を

詰
め
込
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
ま

た
、
ド
ア
を
開
け
る
回
数
や

時
間
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し

ま
し
ょ
う
。

�
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
か
、
便

座
保
温
・
温
水
の
オ
フ
機
能

や
タ
イ
マ
ー
節
電
機
能
を
使

い
ま
し
ょ
う
。

�
使
用
し
て
い
な
い
場
所
は
消

灯
す
る
な
ど
、
必
要
最
小
限

の
照
明
の
点
灯
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
電
球
の
買

い
換
え
時
な
ど
に
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ

電
球
や
電
球
型
蛍
光
灯
へ
の

の
交
換
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

�
待
機
電
力
と
は
、
ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
て
い
な
く
て
も
、
コ

ン
セ
ン
ト
に
つ
な
い
で
お
く

だ
け
で
消
費
す
る
電
力
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
使
わ
な
い

と
き
は
主
電
源
を
オ
フ
に
す

る
、
長
時
間
使
わ
な
い
と
き

は
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か

ら
抜
く
な
ど
の
方
法
も
節
電

に
つ
な
が
り
ま
す
。

�
「　

℃
の
室
温
設
定
」、「
ノ

��
ー
ネ
ク
タ
イ
・
ノ
ー
上
着
」

と
い
っ
た
�
ク
ー
ル
ビ
ズ
�

を
、
よ
り
一
層
推
進
し
ま
し

ょ
う
。
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■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、
全
国
的
に
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
家
庭
や
職
場
で
無
理
な
く
で
き
る
節
電
方
法
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

無
理
の
な
い
範
囲
で
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
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��
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����

�
設
定
温
度
を　

℃

を
目
安

��

に
し
ま
し
ょ
う
。
扇
風
機
の

併
用
も
効
果
的
で
す
。

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
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�
気
温
や
湿
度
の
高
い
日
に
は
、

決
し
て
無
理
な
節
電
は
せ
ず
、

適
度
に
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

�
寝
不
足
、
発
熱
、
疲
労
な
ど

体
調
の
悪
い
人
は
元
気
な
人

と
比
べ
て
熱
中
症
に
な
り
や

す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
過
去
に
熱
中
症
に
な

っ
た
人
は
再
度
な
り
や
す
い

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

�
通
気
性
の
良
い
素
材
で
、
熱

を
吸
収
し
に
く
い
衣
服
を
着

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

熱
中
症
の
発
生
は
７
〜
８
月
が
ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。
節
電
へ
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
無
理
な
節
電
は
熱
中
症
に
か
か
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

熱
中
症
を
正
し
く
理
解
し
適
切
な
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�

　

高
温
多
湿
の
環
境
下
で
、
体

内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
た
り
、
体
温
調
整
機
能

が
う
ま
く
働
か
な
い
こ
と
に
よ

り
、
体
内
に
熱
が
た
ま
り
、
筋

肉
痛
や
大
量
の
発
汗
、
さ
ら
に

は
吐
き
気
や 
倦  
怠  
感 
な
ど
の
症

け
ん 

た
い 

か
ん

状
が
現
れ
、
重
症
に
な
る
と
意

識
障
害
が
起
こ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

�
の
ど
が
渇
い
た
と
感
じ
る
前

に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
大
量
に
汗
を
か
い
た
と

き
は
、
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
な
ど

で
ミ
ネ
ラ
ル
も
補
給
し
ま
し

ょ
う
。

用
し
ま
し
ょ
う
。

�
外
出
は
午
前
中
や
夕
方
の
涼

し
い
時
間
帯
に
行
い
、
帽
子

や
日
傘
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�	

�
�
�

・
赤
ち
ゃ
ん
は
体
温
調
整
が
未

熟
な
の
で
、
室
温
や
水
分
摂

取
に
特
に
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。

・
車
の
中
は
短
時
間
で
温
度
が

あ
が
り
ま
す
。
子
ど
も
を
乗

せ
た
ま
ま
絶
対
に
離
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

・
高
齢
者
は
暑
さ
や
の
ど
の
渇

き
を
感
じ
に
く
く
な
っ
て
い

る
た
め
、
自
覚
が
な
い
ま
ま

重
症
化
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
特
に
室
内
で
熱
中
症
に

な
る
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
た
め
、

室
内
が
高
温
多
湿
に
な
ら
な

い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

・
涼
し
い
と
こ
ろ
で
衣
服
を
ゆ

る
め
ま
し
ょ
う
。

・
冷
た
い
水
や
、
冷
や
し
た
タ

オ
ル
な
ど
で
わ
き
の
下
や
足

の
付
け
根
を
冷
や
し
ま
し
ょ

う
。

・
水
分
や
塩
分
を
補
給
し
ま
し

ょ
う
。

・
早
め
に
医
療
機
関
で
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
健
康
支
援
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）
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�
�
�
�
�
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������������
　新見市民運動公園改修整備事業に伴い、市民プールについても、管理棟、飛び込み台、プール
の壁面などを、リニューアルいたしました。
　�月��日�から、オープンしていますのでみなさんお気軽にご利用ください。
　また、哲多Ｂ＆Ｇ海洋センター、大佐Ｂ＆Ｇ海洋センター、げんき広場にいみの各プールも引き続
きご利用ください。
　なお、各施設の利用期間および使用料などについては次のとおりです。

������

　【利用期間】�月��日�～�月��日�

　【利用時間】��：��～��：��

　【使 用 料】

　　○一般：�回���円

　　○中学生：�回���円

　　○小学生以下：�回��円

��������	
��
��

　【利用期間】�月��日�～�月��日�

　【利用時間】��：��～��：��

　【使 用 料】

　　�回���円

　【休 館 日】

　　毎週月曜日

��������	
��
��

　【利用期間】　通年（��月��日～�月�日を除く）

　【利用時間】　�：��～��：��

　【使 用 料】

　　○一般・高校生：���円

　　○��歳以上：���円

　　○中学生以下：���円（��：��以降は���円）

　【休 館 日】

　　毎週月曜日（ただし、月曜日が祝日の場合は

　その翌日。）また、冬期は臨時休業する場合

　があります。

��������	
��

　【利用期間】　通年（��月��日～�月�日を除く）

　【利用時間】　�：��～��：��

　　　　　　　（日曜日、祝日は�：��～��：��）

　【使 用 料】

　　○一般：���円

　　○��歳以上、高校生以下、障がい者の人：���円

　　　（証明できるものが必要です）

　※利用時間は�時間まで

　【休 館 日】

　　毎週月曜日

　　※この他に設備点検に伴う休館日があります。

■問い合わせ先

　市民プール（新見市民体育館）　（������）

　哲多Ｂ＆Ｇ海洋センター 　（������）

　大佐Ｂ＆Ｇ海洋センター　（������）

　げんき広場にいみ　（������）

■注意事項

　施設ごとに利用条件などが異なりますので、

くわしくは、各施設にお問い合わせください。



����������
�����������

地デジに関する問い合わせ先

デジサポ岡山　����－���－����

平日：�：��～��：��、土・日・祝日：�：��～��：��

　地デジのあらゆる相談にお応えする臨時相談コーナーを下記の場所に
�月��日�まで設置しています。相談員が直接相談に応じる日程は以下
のとおりです。（まなび広場にいみには、相談員が不在の場合でもデジサ
ポに直接つながる無料の相談電話を設置しています。）

�場　所　まなび広場にいみ：新見市新見���－�
　　　　　大佐支局：新見市大佐小阪部����
　　　　　神郷支局：新見市神郷下神代����
　　　　　哲多支局：新見市哲多町本郷���－�
　　　　　哲西支局：新見市哲西町矢田����

�時　間　��：��～��：��（事前の予約は不要です）

�開催日　下記のとおり

テレビのアナログ放送は、�月��日�で終了しました。
テレビが映らなくなり、「どうすればいいんだろう」と
お困りの人は、デジサポ岡山へご相談ください。

��������	
�
������
��������	
��
�

��������	
�
�
�������

日土金木水火月

�������

�
月

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

神郷支局神郷支局

������������

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

哲多支局哲多支局

��������������

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

哲西支局哲西支局

��������������

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

まなび広場
にいみ

（総務省岡山県テレビ受信者支援センター）
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本
年
�
月
に
警
察
庁
が
発
表
し
た
「
平
成　
��

年
の
暴
力
団
情
勢
」
に
よ
る
と
、
全
国
の
暴
力

団
構
成
員
お
よ
び
準
構
成
員
の
数
は
昨
年
末
で

�
万
�
千
�
百
人
で
あ
り
、
暴
力
団
対
策
法
施

行
後
で
は
最
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
警

察
の
取
締
り
の
強
化
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

の
で
す
が
、
近
年
、
民
間
・
公
共
を
問
わ
ず
社

会
全
体
で
暴
力
団
を
排
除
す
る
取
組
が
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
地
方
自
治
体
で
は
、
社
会
に
お
け
る

暴
力
団
の
孤
立
化
を
図
る
た
め
、
暴
力
団
排
除

条
例
を
制
定
す
る
動
き
が
相
次
い
で
お
り
、
岡

山
県
で
も
本
年
�
月
�
日
か
ら
「
岡
山
県
暴
力

団
排
除
条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
市
内
に
暴
力
団
事
務
所
が
な
く
、

ま
た
暴
力
団
員
の
居
住
も
皆
無
に
等
し
い
こ
と

も
あ
り
、県
下　

市
の
中
で
第
�
号
と
な
る「
新

��

見
市
暴
力
団
排
除
条
例
」
を
本
年
�
月
�
日
か

ら
施
行
し
ま
し
た
。
こ
の
条
例
で
は
、
市
の
事

業
か
ら
の
暴
力
団
の
排
除
や
事
業
者
の
み
な
さ

ん
の
取
組
を
規
定
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
行
政

と
市
民
の
み
な
さ
ん
が
警
察
署
な
ど
と
連
携
し
、

一
丸
と
な
っ
て
暴
力
団
の
進
出
や
資
金
獲
得
活

動
等
を
防
止
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

暴
力
団
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
な

が
ら
巧
妙
に
資
金
獲
得
活
動
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
犯
罪
も
、
企
業
活
動
を
利
用
し
た
も

の
や
公
的
給
付
金
制
度
を
悪
用
し
た
も
の
、
一

般
の
商
取
引
や
政
治
・
社
会
活
動
を
装
う
も
の

な
ど
、
非
常
に
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
市
民
の

み
な
さ
ん
が
、
も
し
暴
力
団
な
ど
反
社
会
的
勢

力
の
脅
威
を
感
じ
た
場
合
は
、
迷
わ
ず
警
察
な

ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
条
例
の
制
定
に
よ
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん

と
一
体
と
な
っ
て
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
、「
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
新

見
市
」
を
実
現
す
る
よ
う
引
き
続
き
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支

援
の
た
め
、
多
く
の
市
民
の
み

な
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
義
援
金
は
、
�
月　

日
現
在

��

で�
� ,
�
�
� ,
�
�
�
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

義
援
金
は
引
き
続
き
受
け
付

け
て
お
り
、
随
時
被
災
地
へ
送

付
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
公
表
す
る
こ
と
に
同

意
を
い
た
だ
い
た
法
人
、
団
体

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
係

 
（
�
�
�
�
�
�
）

金額（円）氏　　　名

��,���草間・土橋・足見地区連携ゴルフ実行委員会

��,���デオデオ新見店

��,���高梁川にいみ鮎友釣大会実行委員会

�,���熊谷地区地域づくり推進委員会

��,���本郷小学校�年生一同

���,���国際ソロプチミスト新見

��,���大佐永富中曽地区救援会

���,���哲多ふる里すずらんまつり実行委員会

���,���正田地域振興会

���,���土橋地区振興会

���,���しんきん悠々会

��,���おおさ地球にやさしい会

��,���まっすぐ会

��,���新見市愛育委員会

�公表することに同意をいただいた法人および団体など
　（市報７月号掲載分以降　敬称略） �

�
�
�
�
�
�
�
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■電子申請および受験申込書等の入手方法

　�電子申請、またはホームページから出力される場合                                       
　　　市ホームページ（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ�ｃｉｔｙ�ｎｉｉｍｉ�ｏｋａｙａｍａ�ｊｐ）から、電子申請で直接申し込むことができ

ます。また、様式のダウンロードも可能です。郵送または直接総務課人事係へ申し込む場合は、Ａ�用紙に
プリントアウトしてご使用ください。

　�直接取りに来られる場合
　　　総務課人事係および各支局で交付します。

　�郵便により請求される場合
　　　おもてに「受験申込書等請求」と朱書きした封筒に、試験区分がわかる送付文（任意様式）と、宛て先を
明記して��円切手を貼った返信用封筒（長形�号）を必ず同封して下記の申込先へ請求してください。

�������
市では、来春採用予定の職員採用候補者試験を次のとおり実施します。

■試験日および会場

　�月��日�　　新見市総合福祉センター、山村開発センター（消防職体力検査：新見市民体育館）

■受付期間

　�月�日�～�月19日�午前�時��分～午後�時��分（当日必着）　ただし、土曜・日曜日は電子申請以外の受付ができません。

■試験区分、受験資格、人数

予定人数受験資格 試験区分

��名以上
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有する人、
または平成��年�月末日までに卒業見込みの人

事務職

若干名

�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有する人、ま
たは平成��年�月末日までに卒業見込みの人

�身体障害者福祉法第��条に定める身体障害者手帳の交付を受けている人
�活字印刷文による出題、口頭による面接に対応できる人
�自力で通勤でき、かつ介護者なしで職務の遂行が可能な人

事務職
（身体に障がいのある人）

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有し、保育士
かつ幼稚園教諭の資格を有している人、または平成��年�月末日までに取得見込
みの人

保育士・
幼稚園教諭
（兼事務職）

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校、専門学校または大学において
土木（農業土木を含む）系学科を履修し卒業した人、または平成��年�月末日ま
でに卒業見込みの人

土木技術職
（兼事務職）

若干名

�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有する人、ま
たは平成��年�月末日までに卒業見込みの人

�採用後は新見市に居住し、市内全域に通勤が可能な人
�身体強健で、運動機能などに障がいがなく、次の条件により消防職員としての適
格性を認められる人　　

　①身　長　男性����以上、女性����以上
　②体　重　身長に比べ適当であること
　③握　力　男性　両手とも���以上、女性　両手とも���以上
　④肺活量　男性�,����以上、女性�,����以上
　⑤視　力　矯正視力を含む両眼で�.�以上かつ一眼でそれぞれ�.�以上の視力で、
　　　　　赤色、青色および黄色の色彩の識別ができること

　⑥聴　力　正常で言語明瞭であること
�普通自動車（マニュアル車）以上の運転免許所有者（取得見込者を含む）
※採用後�年以内に中型免許を取得のこと。
※なお、ヘルニアおよび腰痛の既往症のある人は、消防職務遂行上支障となり、医
師の診断を受けていただきますので必ず申し出ること。

消防職

＊上記にかかわらず、次のいずれかに該当する人は、受験できません。
（�）　日本国籍を有しない人
（�）　地方公務員法第��条に規定する欠格条項に該当する人
　　　・成年被後見人または被保佐人
　　　・禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を受けることがなくなるまでの人　など

申し込み・問い合わせ先 � 総務課人事係　〒���-���� 新見市新見���番地�（������）
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����������

　

市
議
会
�
月
定
例
会
が
�
月　

日
か

��

ら　

日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

��
今
回
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
�
件
、

予
算
�
件
、
人
事
�
件
、
そ
の
他
�
件
、

報
告
�
件
、
議
会
の
発
議
�
件
の
計　
��

件
で
し
た
。

　

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

■
新
見
市
暴
力
団
排
除
条
例

　

暴
力
団
の
進
出
を
防
止
し
、
市
民
の

安
全
で
平
穏
な
生
活
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
社
会
経
済
活
動
の
健
全
な
発
展

を
図
る
た
め
、
基
本
理
念
、
市
民
の
役

割
、
さ
ま
ざ
ま
な
措
置
な
ど
を
定
め
る

条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
営
バ
ス
運
行
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

市
営
バ
ス
宮
河
内
線
に
お
い
て
停
留

所
を
新
設
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
御
殿
町
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

御
殿
町
セ
ン
タ
ー
の
特
産
品
展
示
室

を
会
議
室
に
変
更
し
、
同
会
議
室
を
�

年
以
内
の
期
間
に
限
り
継
続
的
に
利
用

さ
せ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
、
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決
し

ま
し
た
。

■
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

��

（
第
�
号
）

　

歳
入
歳
出
に
、
そ
れ
ぞ
れ
�
億
� ,
�

�
�
万
円
を
追
加
し
、
総
額
�
�
�
億

� ,
�
�
�
万
円
と
す
る
予
算
を
可
決

し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

○
市
議
会
議
員
共
済
会
負
担
金

　

…
� ,
�
�
�
万
円

○
市
役
所
本
庁
駐
車
場
整
備
事
業

　

…
�
�
�
万
円

○
不
妊
症
対
策
事
業

　

…　

万
円

��

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
開
設
事
業

　

…
�
�
�
万
円

○
除
雪
車
整
備
事
業

　

…
� ,
�
�
�
万
円

○
小
学
校
耐
震
化
事
業

　

…
�
�
�
万
円

○
熊
谷
中
学
校
解
体
撤
去
事
業

　

（
認
定
こ
ど
も
園
建
設
の
た
め
）

　

…
� ,
�
�
�
万
円

議会�
レポート�

平成��年
�月定例会

��������	
�

��������������	

��������	
�

����������	
�

 
�
条
例
関
係

 
�
予
算
関
係

　

「
ふ
る
さ
と
に
い
み
応
援
基
金
寄
付
金
」

（
ふ
る
さ
と
納
税
）に
よ
り
市
内
外
を
問
わ

ず
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に
ご
寄
付
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
「
に
い
み
」
を
離
れ
、
ふ
る

さ
と
を
想
い
な
が
ら
活
躍
さ
れ
て
い
る
人

や
、
新
見
市
へ
の
思
い
入
れ
を
お
持
ち
の

人
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
こ
の
「
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
」
を
通
じ
た
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

公
表
に
同
意
を
い
た
だ
い
た
寄
付
者
の

み
な
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　

冨
谷　
　

功
（
総
社
市
）

　
　

田
井　

紀
子
（
東
京
都
）

　
　

田
村　

正
三
（
宮
崎
県
）

　
　

山
下　
　

廣
（
千
葉
県
）

　
　

金
�　

文
男
（
大
阪
市
）

　
　
　

平
成　

年
�
月
〜
�
月
受
付
分

��

　
　
　
　
　
　
　
　

順
不
同
・
敬
称
略

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
係
（
�
�
�
�
�
�
）

�����
�����

�������

����



����������
�����������

■
字
の
区
域
・
名
称
の
変
更
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
に
実
施
し
た
国
土
調
査

��

事
業
に
よ
り
、
字
の
異
な
る
土
地
の
合

筆
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
神
郷
油

野
と
哲
西
町
八
鳥
の
一
部
の
字
の
区

域
・
名
称
を
変
更
す
る
こ
と
を
可
決
し

ま
し
た
。

■
新
見
市
長
屋
多
目
的
広
場
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

長
屋
多
目
的
広
場
の
指
定
管
理
者
と

し
て
、「
長
屋
地
域
振
興
会
」
を
指
定
す

る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
い
ぶ
き
の
里
ス
キ
ー
場
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

い
ぶ
き
の
里
ス
キ
ー
場
の
指
定
管
理

者
と
し
て
、「
株
式
会
社
い
ぶ
き
」
を
指

定
す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金
事
業

新
見
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
基
幹
的

設
備
改
良
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

　

請
負
金
額
�
億
� ,
�
�
�
万
円
で
、

三
菱
重
工
環
境
・
化
学
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
株
式
会
社
九
州
支
店
と
請
負
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
年
金
受
給
資
格
期
間
の
短
縮
を
求
め

る
意
見
書

　

年
金
納
付
率
の
向
上
の
た
め
、年
金

受
給
資
格
期
間
を
現
在
の　

年
か
ら　

��

��

年
に
短
縮
す
る
こ
と
、ま
た
、納
付
期
間

を
短
縮
す
る
こ
と
に
よ
り
、不
利
益
を

被
る
被
保
険
者
が
生
じ
な
い
よ
う
納
付

期
間
に
応
じ
た
適
正
な
支
給
率
を
定
め
、

年
金
財
政
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
を
求

め
る
意
見
書
を
、内
閣
総
理
大
臣
な
ど

に
提
出
す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

■　

人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教
育
費

��

　

国
庫
負
担
制
度
拡
充
に
係
る
意
見
書

　

平
成　

年
度
に
向
け
た
政
府
の
予
算

��

編
成
に
お
い
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協

力
開
発
機
構
）
加
盟
国
並
の
豊
か
な
教

育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
少
人
数
学

級
（　

人
以
下
）
を
推
進
す
る
こ
と
、

��

ま
た
、
国
民
の
教
育
水
準
の
維
持
向
上

と
機
会
の
均
等
化
を
図
る
た
め
、
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
と
と
も

に
国
負
担
割
合
を
�
分
の
�
に
復
元
す

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
を
、
内
閣
総

理
大
臣
な
ど
に
提
出
す
る
こ
と
を
可
決

し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局
（
�
�
�
�
�
�
）

■
新
見
市
農
業
共
済
損
害
評
価
会
委
員

の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　

農
業
共
済
損
害
評
価
会
委
員
と
し
て
、

　

名
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

��た
。

 
�
人
事
関
係

 
�
そ
の
他

 
�
議
会
の
発
議
関
係

　

評
価
替
え
と
は
�
年
に
�
度
行
わ

れ
、
現
在
の
資
産
価
値
を
反
映
し
適

正
な
価
格
に
見
直
す
作
業
の
こ
と
で

す
。
こ
の
作
業
は
、
不
動
産
鑑
定
士

に
よ
る
鑑
定
や
公
示
地
価
、
物
価
水

準
の
動
向
な
ど
を
基
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

見
直
し
後
の
評
価
格
は
課
税
台
帳

に
登
載
さ
れ
、
そ
の
後
�
年
間
の
固

定
資
産
税
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

　

評
価
替
え
作
業
に
伴
い
、
税
務
課

の
担
当
者
が
現
地
調
査
や
家
屋
評
価

な
ど
で
市
内
を
ま
わ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
籍
調
査
済
の
土
地
に
つ

い
て
は
、
登
記
完
了
の
翌
年
か
ら
調

査
後
の
面
積
で
課
税
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
資
産
税
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

�
��

�
�
�

��

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
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中小企業診断士をあなたの事務所へ派遣して

経営に関する相談に応じます

経営全般特許関係

人材関係

法律関係

資金調達

販路・マーケティング

支援制度

■�相 談 料　　無料

■�相談場所　　相談者の事業所または自宅

■�相談回数　　�事業者当たり�回を限度

■�相談時間　　�回あたり�時間以内

■�相談日時　　事業者と診断士により決定

■申し込み・問い合わせ先

　商工観光課商工観光係

　（��6137）（ �6181）

　

�
月　

日
の
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

��

で
選
出
さ
れ
た　

人
の
農
業
委
員
会
委

��

員
に
、
農
協
・
土
地
改
良
区
・
議
会
か

ら
の
選
任
委
員
各
�
名
を
加
え
た
新
し

い
委
員　

人
が
決
ま
り
ま
し
た
。（
以
下
、

��

敬
称
略
）

【
会　

長
】

【
会
長
職
務
代
理
者
】

【
委　

員
】

　

坂
本　

滋
夫
（
高
尾
）

　

藤
澤　

和
利
（
唐
松
）

　

小
林　
　

隆
（
長
屋
）

　

辻
原　

忠
實
（
西
方
）

　

杉　
　

征
治
（
草
間
）

　

小
林　

輝
義
（
土
橋
）

　

柴
床　

郷
一
（
豊
永
宇
山
）

　

小
田　
　

弘
（
下
熊
谷
）

　

谷
岡　

千
歳
（
菅
生
）

　

谷
岡　

収
藏
（
菅
生
）

　

池
田　

卓
彌
（
千
屋
花
見
）

　

大
隅　

正
義
（
大
佐
永
富
）

　

池
田　

順
吾
（
大
佐
布
瀬
）

　

仲
田　

清
志
（
神
郷
下
神
代
）

　

大
原　

砂
利
（
神
郷
油
野
）

　

山
上　

勝
也
（
神
郷
釜
村
）

　

谷
川
内　

茂
（
哲
西
町
八
鳥
）

　

岡
崎　

太
郎
（
哲
西
町
矢
田
）

　

嘉
壽　

節
紀
（
哲
西
町
上
神
代
）

　

江
田　

英
明
（
哲
多
町
大
野
）

　

庄
田　

春
雄
（
哲
多
町
矢
戸
）

　

山
平　

富
市
（
哲
多
町
本
郷
）

　

吉
田　

友
治
（
哲
多
町
花
木
）

【
農
協
推
薦
】

　

堂
本　

義
春
（
大
佐
田
治
部
）

【
土
地
改
良
区
推
薦
】

　

清
原　
　

保
（
豊
永
赤
馬
）

【
議
会
推
薦
】

　

山
本
久
美
子
（
馬
塚
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

（
�
�
�
�
�
�
）

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

逸 見 力 士
（法曽）

矢 庭 邦 男
（大佐田治部）
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　�月�日�から大佐スマートインターチェンジの

利用時間が�時間延長され、��時までとなりました。

　引き続き、��時間利用可能なスマートインター

チェンジ実現に向けて、積極的な利用をお願いし

ます。

■問い合わせ先　建設課維持管理係（������）

��������	�����
������

■人権啓発映画テレビ放映予定表

放送局テーマ映画名放送時間放送日

西日本放送（ＲＮＣ）子どもボクとガク ��：��～��：���月�日�

山陽放送（ＲＳＫ）インターネットと人権見上げた青い空 �：��～��：���月��日�

テレビせとうち（ＴＳＣ）介護・高齢者・ジェンダーほか夢のつづき ��：��～��：���月��日�

岡山放送（ＯＨＫ）外国人・障害者・高齢者ほかこの空の下で �：��～��：���月��日�

瀬戸内海放送（ＫＳＢ）ハンセン病
未来への虹
～ぼくのおじさんは、ハンセン病～

 ��：��～��：���月��日�

その他家　　賃募集戸数面積構造規模団地名種　類

単身者不可
��,���円～��,���円 
(所得により決定します)

���.��木造�階建
天　神

（大佐永富）
公営住宅

単身者不可
��,���円～��,���円 
(所得により決定します)

���.��簡耐�階建
天　神

（大佐永富）

��������	
市営住宅の入居者を次のとおり募集します。

■入居の決定
　申込者が複数の場合の入居決定については、選考委員会で決定します。

■申込方法
　入居希望者は、�月��日�必着で、都市整備課に備え付けの用紙でお申し込みください。
　申し込みに際しては、所得制限などがありますので、くわしくはお問い合わせください。
　締め切り後、なお空き室がある場合には、随時募集とします。

■問い合わせ先　都市整備課都計・住宅係（������）

　県内��市で構成する岡山県都市人権推進事業連

絡協議会では、�月に県内民間テレビ放送局�社を

通じて、次のとおり人権問題に関する映画を放映し

ます。　

　また、毎週土曜日��時��分から�分間、山陽放送

ラジオで、『夕焼けの向こう』という番組を放送してい

ます。

　これは、小学生�人を中心とした会話形式で、人

権に関わる素朴な疑問をテーマとして取り上げ、幅

広い年齢層を対象に人権について考える番組です。

����������������

■問い合わせ先　福祉課社会福祉係（������）



������������
����������

●児童ポスターコンクール表彰式
　（��時��分～��時��分）
　場所／駅前通り特設おまつり広場

●夏おどり
　（��時��分～第�部・��時��分～第�部）
　場所／駅前通り特設おまつり広場

●星空屋台村
　（��時��分～��時）
　場所／駅前通り昭和橋

●花火大会
　（��時��分～��時��分）
　場所／江道橋上流河原

●イベント（��時～��時）
　ふわふわドラゴン・魚のつかみ取り
　千屋牛バーガーの早食い大会
　場所／旧岡山石油販売㈱跡地

◆時間については予定で、多少前後すること

　があります。

第��回

　「第��回新見ふるさとまつり」が開催されま

す。夏おどりに星空屋台村・花火など、真夏の

夜をみなさんに楽しんでいただける企画を準備

しています。

　特に夏おどりは、まつりのメインであり、市

内全域から多くの「踊り連」の参加をお待ちし

ています。

■問い合わせ先
　商工観光課商工観光係（������）

��������������
※※雨天の場合は、翌雨天の場合は、翌 ��日日��に順延します。に順延します。
（順延の決定は、当日の　（順延の決定は、当日の����時に発表します。）時に発表します。）

新見新 見 ふるさとまふる さとまつつり り

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ままままままままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・夏 ・ まつ り・
感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動のののののののののののののののののののの瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬瞬間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間感動の 瞬 間 ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！



����������
������������

■内容

　表計算ソフト「エクセル」を使っての表の作成・

編集・簡単な計算の仕方（�回連続）

■対象

　パソコンで漢字入力ができ、マウス操作のでき

る人

■日時

　�月��日�、��日�、��日�

　時間はいずれも��：��～��：��

■会場

　まなび広場にいみ�階パソコン教室

■参加費

　�����円（テキスト代は別途）

■定員

　��名（多数の場合は抽選）

■申込方法

　講座名（初めての表計算�月）、郵便番号、住所、

氏名、年齢、電話番号を記入して、ハガキまたは

電話、ＦＡＸでお申し込みください。また、まな

び広場にいみ受付にも申込用紙を用意していま

すのでご利用ください。

■申込締切

　�月��日�

■申し込み・問い合わせ先

　〒���－����　新見市新見���番地�

　生涯学習課生涯学習係（������・������）

パソコン講座�パソコン講座�
��������	


8月
初めての表計算・
出納簿作成がだれでも
簡単にできる！

��������	
��
��������������《毎日》�：��・��：��・��：��

��������	
��
�������������������　《毎日》��：��・��：��・��：��
���������	
��
���������������　《毎日》�：��・��：��・��：��・��：��

���������	
��
����������������	�
��
���　《毎日》��：��・��：��・��：��
にゅう

��������	
��
���
	�������������	�������　《毎日》��：��・��：��
��������	
��
���������　《毎日》��：��
��������	
��
��������������������　《毎日》�：��・��：��・��：��
��������	
��
�������
�������������　《毎日》��：��・��：��
���������	
��
������
��
���������　《毎日》��：��

※上記番組放送時間以外は、文字放送（市からのお知らせなど）を放送しています。

■問い合わせ先　企画政策課広報係��������

����������� �����

料金�入洞料のみ（大人・高校生�����円、中学生���円、

小学生���円）

奏者�オカリナ　： 芹  沢  公  大 
せり ざわ きみ ひろ

　　　キーボード： 阿  隅  利  子 
あ すみ とし こ

○当日オカリナを持参して、一緒に演奏に参加するこ

ともできます。

※洞内の温度は年間を通して��℃ 前後になりますので、上
着などのご用意をお勧めします。

■問い合わせ先

　商工観光課商工観光係（������）

真夏の猛暑を忘れ、癒しのひとときを過ごして
みませんか。

��������	
��
�～満奇洞に響く
　　　オカリナの調べ～

日時�������������������
場所����



������������
����������

��������	
��

����� ������
������
������
������

　今回の「りぼん」では、過去に発行した「りぼん」で行った取材（中学生やＡＬＴ（外国語指導助手）などへ
のインタビュー、団塊世代や子育て世代へのアンケートなど）や、日常生活の中で編集委員が男女共同参
画について「ちょっと変かな？」、「こうなればいいのに…」、「良くなってきたな」と感じたことを会話形式
でご紹介します。
　男女共同参画というと、ちょっと難しそうなイメージもありますが、一人ひとりが「自立」、「思いやり」、
「感謝」ということを意識するだけで、いままで気づいていなかったことに気づき、家族や地域の人とより
よい関係を築くことができるかもしれません。

��������	
��
�����������

��������	
��
����������

　我が家には女性が�人いますが、炊飯器のスイッチを入れ忘れて

いたことがありました。

　その時に父が「��������	炊飯器のスイッチが入って

ない。」と言いました。

　男でも炊飯器のスイッチは押せるのに、やっぱり「炊飯器のスイッチ

＝��������」だという意識が根底にあるのでしょうか？

　家事や育児については、女性はやって当然、やらなけれ

ば「女性なのにできていない」と非難されます。

男性は ��������	
��
�いうのが当然と

されているのではないでしょうか？

　学校での制服や校則などにより性別での役割分担意識

が強化されている面もあるかもしれないですね。

��������	
����
��
���������	
���
��
����
�

��������	
��
������������

��������	
��
�������	�
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　ある会議の場で、脱ぎっぱなしの靴をそろえているのは女性でした。自分

の靴は自分でそろえるのが当たり前だと思いますが、女性がそろえているの

を見ると、（女性の私は）見ているだけでそれを手伝わないことに何となく後

ろめたい気がします。男性は脱ぎっぱなしても平気なのかな？

　男性が他人の靴をそろえているのはあまり見たことがないですが、脱ぎっ

ぱなしの靴をそろえるのが ��������	
����
����

だと思います。

　男性は「靴をそろえなさい。」と注意はするものの、そろえる気遣いが見られ

ないことが多いのでは？

　自分の靴は自分でそろえればいいのにと思いながらも、そういう細やかな

気遣いは女性がするものという慣例的な意識があるのではないでしょうか。

　一般的に婦人会活動というと市内の各地域でもこれまでは女性

のみが活動し、男性は出てこられない風潮がありました。

　男性の育児休暇取得が、な

かなか進んでいないのはなぜ

でしょうか？

��������	
��

����

　神事や仏事など伝統的な場面における男女の役割に

目を向けるよりも、基本は��������をして

いくべきだと思います。自立をすることが男女共同参

画を実現するための方法になるのではないでしょうか。

　家庭や教育現場で、��������	
�よう

な周囲の意識が大切だと思います。

　「男らしさ」や「女らしさ」のイメージはテレビドラマなどメディアからの影

響が大きく、ゴールデンタイムなど家族団らんの時間帯に放映されるとさらに影

響があると思います。

��������	
��
�������、家族で話したり、学校で取
り上げたりして、よく考える必要があるのではないでしょうか。



������������
����������

　男性というだけで無条件に家事、育児に参画しなくてもよいと

される社会は男性にとって居心地が良いものかもしれません。反

面、家事、育児をしない女性は、女性であることを理由に非難の

対象になりがちです。

　どちらかの性に都合の良い慣習に縛られることなく ����

��������	
�みて、まず、自分が変われば周囲も変

化していくのではないでしょうか？

��������	
���

��������
��������	
��

　地区によっては婦人会活動の演芸発表への

取り組みの場で、共同参画の一環として練習か

ら発表まで、��������	
�を楽

しんでいます。

　最近では男性が積極的に家事をしているＣＭもあり、

��������	
	��と感じます。

　家業である農業は夫が自分の仕事としてずっとやってくれました。その代

わりに炊事は私（妻）がやってきました。特別に家庭の外の仕事は夫、家庭

の中の仕事は私（妻）と役割分担を決めてはいませんでしたが、自然とそう

やってきました。一言でいえば昔ながらの役割分担ですが、������

��������	、家庭のことを協力してやってきて満足し、����

���。

　最近は法事などで人が集まった際に、片づけをお願いしたら、若い人

も年輩の人も協力して片づけをしてくれます。

　ひと昔前なら片づけは女性が中心だったように思います。 

��������	というか、この�、�年で大分変わってきたのか

なと感じています。

〒��������　新見市新見���番地�　新見市企画政策課内（������）



����������
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　英語で、��������	
��
������日本語なら「よく挑戦したね。」といったところだろ

う。聞いた話ではアメリカの学校教育では、授業中先生の質問にクラスの大勢の子どもたちが活

発に手をあげるという。興味深いのは、答えがよくわかっていない子どもでも手をあげるのだそ

うで、先生は子どもの答えが「正解」でなくても「��������	」と言ってほめるのだそうだ。どう

やら「正解」か「不正解」よりも、自分なりの意見を発表することが大事らしい。

　ほめてもらってうれしいのは子どもだけではない。大人だって、ほめられたい。認められたい。

しかし学校の授業ではないが、もし違っていたら、もし失敗したら、もしできなかったら、果て

は言われてもいないのに、頼まれてもいないのにと、言わないやらない、行動しない理由をあげ

ればいくらでもある。

　さて、しないやらない理由を「男だから。」「女だから。」と手を挙げる前から何となく決めつけ

てはいないだろうか。「男らしくないから」とか、「女なのに」と、社会の中の暗黙のルールが幅

を利かせる。手を挙げたくても挙げにくい。手を下げたくても下げにくい。

　金子みすゞさんの詩『わたしと小鳥と鈴と』の最後に「みんなちがってみんないい。」とある。

そう、一人ひとりはみんな違う。好きな食べ物、好きな歌、好きな季節に好きな場所、好きな服

装、好きな色。得意、不得意、数え上げればきりがない。「男の役割」や「女の役割」、「男らしさ」

や「女らしさ」にこだわらず「自分らしく」ナイストライといきたいものだ。

　男女が性別にとらわれず、それぞれの個性や能力を十分発揮して、共に歩み、共に責任を担う

べき社会（男女共同参画社会）づくりのための施設として、みなさんをサポートします。

相談を受け付けています
　女性相談員が、対人関係や家庭のこと、ＤＶなど、さまざまな悩みに耳を傾け、問題解決のお

手伝いをします。一人で悩まず、お気軽にご相談ください。

色々な情報が手に入ります
　男女共同参画に関する情報紙や、図書、また、貸出用ビデオ・ＤＶＤも備えていますので、お

気軽にご利用ください。

■場　　　　所� 新見市新見���－�

� � まなび広場にいみ�階　メディアフロアー南側

■開 設 時 間� 毎週水～金曜日（祝日・年末年始を除く）

� � ��：��～��：��

� � 電話や市ホームページでも相談を受け付けています。

� � （������）

� � ���������		


��
����

�
�����������������	
	�

■問い合わせ先� 新見市男女共同参画プラザ（������）

� � 企画政策課広報係（������）

������������

��������	
��
�������

�発行　新見市　　�編集　新見市男女共同参画情報紙編集委員会
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まちやむらの�あ�れ�こ�れ�

た
い
と
思
う
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
な
。」

　

「
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
、
わ
れ
わ
れ
の
あ
か

し
さ
え
立
て
ば
、後
で
文
句
は
言
わ
な
い
。」

　

と
言
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
和
尚
は

お
も
む
ろ
に
、
皆
の
も
の
に
言
い
渡
し
た
。

「
実
は
こ
の
寺
に
水
天
宮
の 
護  
符 
が
あ
っ

ご 

ふ

て
、
そ
の 
威  
徳 
は
と
て
も
あ
ら
た
か
じ
ゃ
。

い 

と
く

暗
が
り
の
中
で
こ
れ
を
飲
む
の
じ
ゃ
、
皆

が
飲
ん
で
、
終
わ
っ
た
ら
あ
か
り
を
つ
け

る
が
、
あ
か
り
を
つ
け
た
と
き
に
は
、
人

の
財
布
へ
手
を
つ
け
た
も
の
は
仏
罰
に
よ

っ
て
、
血
へ
ど
を
吐
い
て
そ
の
場
に
倒
れ
、

気
を
失
う
て
い
る
。
よ
い
か
な
。
そ
れ
で

は
、
暗
が
り
の
中
で
も
、
次
か
ら
次
へ
ま

わ
せ
る
よ
う
に
丸
く
輪
に
な
っ
て
座
ら
っ

し
ゃ
い
。
少
し
大
き
い
茶
碗
の
中
へ
解
い

て
ま
わ
す
が
、
一
口
ず
つ
飲
ん
で
、
次
へ

ま
わ
さ
っ
し
ゃ
い
。
帰
命
頂
礼
水
天
宮
こ

の
夜
の
悪
人
を
現
わ
し
給
え
ー
。
呪
咀
諸

毒
薬
、
所
欲
害
身
者
、
念
彼
観
音
力
、
還

着
於
本
人
。」

　

そ
う
祈
念
し
て
、
和
尚
は
あ
か
り
を
吹

き
消
し
た
の
で
、
真
っ
暗
闇
と
な
っ
た
。

　

「
小
僧
、水
天
宮
の
護
符
を
こ
こ
へ
持
っ

て
来
い
よ
。」

そ
う
呼
ぶ
と
、 

紙  
燭 
を
と
も
し
た
小
僧
は
、

し 

そ
く

片
手
に
大
き
い
茶
碗
を
捧
げ
て
和
尚
の
手

に
渡
し
た
。
和
尚
は
紙
燭
を
吹
き
消
し
、

小
僧
を
自
分
の
そ
ば
に
座
ら
せ
た
。

　

「
ま
ず
わ
し
が
飲
み
、
小
僧
が
飲
む
。
そ

れ
か
ら
次
々
に
回
し
て
飲
ん
で
下
さ
れ
。」

茶
碗
は
一
口
ず
つ
飲
ん
で
次
々
に
ま
わ
っ

て
行
く
ら
し
か
っ
た
。
そ
の
間
、
和
尚
は

し
き
り
に
呪
文
を
唱
え
、
時
々
気
合
い
を

か
け
た
り
す
る
。
一
通
り
茶
碗
が
ま
わ
っ

れ
る
の
は
心
外
だ
、
ど
う
で
も
犯
人
を
出

し
て
も
ら
お
う
。」　

こ
う
な
る
と
み
ん
な

殺
気
立
っ
て
来
る
。
和
尚
は
小
僧
を
呼
ん

で
耳
打
ち
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
小
僧
は

そ
の
場
を
去
っ
た
が
、
や
が
て 
庫  
裡 
の
方

く 

り

で
チ
ー
ン
、
チ
ー
ン
と
鐘
の
音
が
二
つ
三

つ
き
こ
え
た
。

　

「
み
な
さ
ん
が
そ
う
ま
で
言
わ
れ
る
の

な
ら
、
犯
人
を
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
ま

こ
と
に
よ
ん
ど
こ
ろ
な
い
こ
と
で
、
仏
の

慈
悲
に
は
背
く
こ
と
に
な
る
が
。」

　

「
悪
人
を
か
ば
う
こ
と
が
何
で
仏
の
慈

悲
だ
。」

　

「
善
人
が
善
人
と
し
て
立
つ
よ
う
に
す

る
の
が
、
本
当
の
仏
の
慈
悲
と
い
う
も
の

で
は
な
い
か
。」
と
言
っ
て
き
か
な
い
。

　

「
そ
う
言
わ
れ
れ
ば
致
し
方
が
な
い
。そ

れ
で
は
皆
の
衆
、
こ
こ
で
犯
人
を
出
し
て

も
構
い
ま
せ
ぬ
か
…
。
た
だ
し
、
犯
人
は

こ
れ
か
ら
悔
い
改
め
て
善
人
に
な
り
、
皆

の
衆
は
こ
の
場
限
り
で
、
こ
の
後
の
こ
と

に
つ
い
て
は
、
何
も
言
わ
な
い
こ
と
に
し

　

い
つ
ご
ろ
の
話
か
わ
か
ら
な
い
が
、
正

法
寺
で
寄
合
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
あ
る
男

の
紙
入
れ
（
財
布
）
が
紛
失
し
た
。
懐
中

か
ら
す
べ
り
落
ち
た
の
を
誰
か
が
拾
っ
た

の
だ
が
、
全
員
総
立
ち
に
な
っ
て
騒
ぎ
出

し
て
、
犯
人
を
調
べ
出
せ
と
言
っ
て
い
き

り
立
っ
た
。

　

住
職
は
い
か
に
も
残
念
そ
う
に
、
一
同

を
静
め
て
兎
も
角
も
着
座
さ
せ
た
。

　

「
静
か
に
し
な
さ
い
。仏
様
の
み
教
に
は
、

 
不  
楡  
盗  
戒 
と
い
っ
て
、
人
の
も
の
を
盗
ん

ふ 

ち
ゅ
う 
と
う 

か
い

で
は
な
ら
ぬ
と
い
う
い
ま
し
め
が
あ
る
。

寺
の
寄
合
で
、
物
が
な
く
な
る
と
い
う
こ

と
は
、
愚
僧
の
徳
の
至
ら
ぬ
所
で
、
仏
様

に
対
し
て
も
、
み
な
さ
ん
に
対
し
て
も
ま

こ
と
に
申
し
訳
な
い
。

　

み
な
さ
ん
の
言
わ
れ
る
と
お
り
に
す
れ

ば
、
犯
人
は
す
ぐ
に
出
せ
る
が
、
無
理
に

犯
人
を
出
さ
な
い
で
も
、
そ
の
人
が
心
を

入
れ
か
え
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
そ
れ
で
い

い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
が
仏
の 
慈 じ

 
悲 
で
ご
ざ
る
ぞ
。」

ひ

　

和
尚
は
一
旦
そ
う
言
っ
て
み
ん
な
を
な

だ
め
た
が
み
ん
な
は
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
。

　

「
我
々
の
身
の
あ
か
し
が
立
た
ん
。ど
う

で
も
犯
人
を
出
し
て
も
ら
わ
ね
ば
、
納
得

で
き
ん
。」

　

「
和
尚
さ
ん
は
、犯
人
は
す
ぐ
出
せ
る
と

言
わ
れ
た
で
は
な
い
か
、
さ
あ
、
誰
が
犯

人
だ
。
盗
ん
で
も
居
ら
ん
も
の
が
、
疑
わ

て
、
再
び
和
尚
の
手
に
戻
っ
た
。

　

「
さ
あ
、
皆
の
衆
、
一
通
り
護
符
は
回

っ
た
ら
し
い
。
何
事
も
仏
の
御
意
志
じ
ゃ

か
ら
、 

兎  
角 
の
論
議
は
必
要
ご
ざ
ら
ぬ
ぞ
、

と 

か
く

仏
さ
ま
が
、
血
へ
ど
を
吐
か
し
た
り
、
気

を
失
わ
せ
た
り
す
る
の
が
可
哀
そ
う
だ
と

思
し
召
し
た
ら
、
他
の
方
法
で
犯
人
が
わ

か
る
よ
う
に
し
て
下
さ
る
。
わ
か
り
ま
し

た
か
。」

　

そ
う
言
っ
て
小
僧
に
あ
か
り
を
つ
け
さ

せ
る
と
、
血
へ
ど
を
吐
い
た
も
の
は
居
な

か
っ
た
が
、
唇
を
墨
で
汚
し
て
い
な
い
も

の
が
一
人
居
た
。

　

「
お
前
さ
ん
じ
ゃ
、財
布
を
返
し
な
さ
れ
、

た
だ
し
は
じ
め
の
約
束
通
り
、
今
夜
の
こ

と
は
今
夜
か
ぎ
り
で
、
後
い
つ
ま
で
も
こ

の
こ
と
は
言
わ
な
い
義
定
で
ご
ざ
る
ぞ
皆

の
衆
。」　

和
尚
の
こ
と
ば
は
厳
し
く
目
は

鋭
く
光
っ
て
威
厳
が
あ
っ
た
。
墨
を
磨
っ

て
茶
碗
に
入
れ
て
回
し
た
の
だ
が
、
犯
人

は
血
へ
ど
を
吐
く
こ
と
を
恐
れ
て
飲
ま
な

か
っ
た
の
だ
。

　

「
恐
れ
入
り
ま
し
た
。皆
の
衆
ま
こ
と
に

相
す
ま
ぬ
こ
と
を
致
し
ま
し
た
。
ど
う
か

お
許
し
下
さ
れ
。」

　

そ
の
男
は
、
そ
う
言
っ
て
、
拾
っ
た
財

布
を
ふ
ん
ど
し
の
間
か
ら
引
っ
ぱ
り
出
し

て
、
そ
こ
へ
置
き
、
手
を
つ
い
て
謝
っ
た
。

 

（
神
郷
町
史
よ
り
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

（神郷釜村 三坂 正法寺）（神郷釜村　三坂　正法寺）
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【
新
見
市
報
道
委
員
】（
敬
称
略
）

戸
田　
　

博
（
上
熊
谷
）

定
岡　

豊
秋
（
西
方
）

橋
本　

直
人
（
新
見
）

宮
田　

恵
介
（
新
見
）

吉
本
美
由
喜
（
大
佐
田
治
部
）

小
谷　

明
美
（
神
郷
釜
村
）

木
村
貴
美
子
（
哲
多
町
本
郷
）

川
上
智
枝
子
（
哲
西
町
矢
田
）

仲
田　

康
豊
（
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　

委
員
長
）

上
山　
　

晋
（
企
画
政
策
課
長
）

ちょっと�
ひといき�
Have a break.

糸
…
阿
摩
羅
、
涅
槃
寂
静
な
ど
で
す
。

無
量
大
数
は
�
が　

個
、
涅
槃
寂
静

��

は
小
数
点
以
下
�
が　

個
、
ど
ち
ら

��

も
想
像
で
き
な
い
数
字
で
す
が
、
雑

学
的
に
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。

　

今
回
は
数
字
に
注
目
し
ま
し
た
が
、

漢
字
一
字
一
字
の
意
味
合
い
を
調
べ

る
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
ね
。
参
考

ま
で
に
大
数
と
小
数
の
表
を
添
え
て

お
き
ま
す
。

ュ
ー
ス
を
見
て
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
計
算
ス
ピ
ー
ド
よ
り
漢
字

で
表
す
数
字
の
方
に
興
味
を
引
か
れ

ま
し
た
。
数
字
で
数
に
名
前
を
つ
け

る
方
法
を
命
数
法
と
い
い
、
大
数
は
、

　

進
法
で
、
十
、
百
、
千
、
万
、
億

��…
不
可
思
議
、
無
量
大
数
な
ど
で
す
。

小
数
は
、
�
、
�
倍
ご
と
の
名
前
が

つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。一
、分
、厘
、毛
、

　

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー「
京
」

が
�
位
に
�
倍
以
上
の
計
算
ス
ピ
ー

ド
で
世
界
�
位
に
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
仕
分
け
で
�
位
じ
ゃ
だ
め
な

ん
で
す
か
で
物
議
を
…
記
憶
に
あ
る

人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
京
」
と
は
�
秒
に
�
京
回
（
�
兆

の
�
�
�
�
倍
）
の
計
算
を
目
指
し

名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
こ
の
ニ

��－��模糊（もこ）��　� 一（いち）

��－��逡巡（しゅんじゅん）��－�分（ぶ）

��－��須臾（しゅゆ）��－�厘（りん）

��－��瞬息（しゅんそく）��－�毛（もう）

��－��弾指（だんし）��－�糸（し）

��－��刹那（せつな）��－�忽（こつ）

��－��六徳（りっとく）��－�微（び）

��－��虚空（こくう）��－�繊（せん）

��－��清浄（しょうじょう）��－�沙（しゃ）

��－��阿頼耶（あらや）��－�塵（じん）

��－��阿摩羅（あまら）��－��埃（あい）

��－��
涅槃寂静（ねはん
じゃくじょう）

��－��渺（びょう）

��－��漠（ばく）

�小数

�� ��溝（こう）�� �一（いち）

�� ��澗（かん）�� �十（じゅう）

�� ��正（せい）�� �百（ひゃく）

�� ��載（さい）�� �千（せん）

�� ��極（ごく）�� �万（まん）

�� ��恒河沙（ごうがしゃ）�� �億（おく）

�� ��阿僧 （あそうぎ）�� ��兆（ちょう）

�� ��那由他（なゆた）�� ��京（けい）

�� ��不可思議（ふかしぎ）�� ��垓（がい）

�� ��
無量大数（むりょう
たいすう）

�� ��口（じょ）

�� ��穣（じょう）

�大数
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家
の
周
り
は
山
で
す
。
裏

山
や
横
手
の
草
刈
り
を
、
年

間
に
�
回
か
ら
�
回
く
ら
い

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
せ
っ

か
く
草
刈
り
を
す
る
の
な
ら

庭
木
な
ど
を
植
え
て
み
た
ら

と
考
え
、
家
族
と
相
談
し
ま

し
た
。
私
は
花
が
好
き
で
、

菊
の
�
本
仕
立
て
に
も
取
り

組
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
花
の
咲
く
庭
木
を
と

考
え
、
サ
ツ
キ
・
ツ
ツ
ジ
・

ア
ジ
サ
イ
な
ど
を
数
株
ず
つ

植
栽
し
続
け
、
約　

年
に
な

20

り
ま
す
。
今
で
は
株
も
大
き

く
な
り
、
家
の
周
り
を
彩
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
特
に
�

 冨 谷
とみ や

    正 雄   さん

まさ お

［下熊谷］

月
初
め
か
ら
�
月
中
頃
ま
で

は
、
ま
こ
と
に
華
や
か
に
な

り
ま
す
。
花
を
眺
め
て
い
ま

す
と
日
常
の
煩
わ
し
さ
を
ふ

と
忘
れ
、
心
に
安
ら
ぎ
を
覚

え
ま
す
。
�
歳
に
な
る
孫
も

「
ワ
ァ
ー
と
て
も
き
れ
い
、写

真
を
撮
り
ま
す
、
ハ
イ
、
パ

チ
ッ
」
と
言
っ
て
は
し
ゃ
い

で
い
ま
す
。

　

東
日
本
の
被
災
地
に
も
多

く
の
花
が
届
け
ら
れ
た
、
と

聞
き
ま
し
た
。
家
族
の
心
を

癒
し
て
く
れ
る
花
の
手
入
れ

と
草
刈
り
に
、
汗
を
流
し
て

い
る
こ
の
頃
で
す
。

�
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�
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�
�
�
�
�
�

��
の 
�
��
��
��
か 
ら 
見
た �
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

新
見
公
立
大
学

看
護
学
部

　
　
　
　
　 
杉  
山 　

遥
   

さ
ん

す
ぎ 

や
ま 

は
る
か

　
　
　
　
　

出
身

：

岡
山
市

心 の 癒 し
いや
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Greetings from the south side of Niimi! I hope everyone is 
enjoying the extra-warm summer weather!
After only one year, Niimi already feels like home, and I'm 
excited to stay for another year (at least). Here in the north, 
the scenery remains amazing; my commute over the hill 
and into the beautiful valley of Shoeden is a perfect way to 
begin the day, and my rides across town to Fresta or Genki 
Hiroba are always exhilarating and interesting as I practice 
my Japanese along the way. It's always fun to find my 
students shopping at Sunpark or fishing along the river, 
and then trick them into practicing their English (it's never 
a bad time to study!), while my rides up to Chiya dam are a 
great way to end the week on a Sunday afternoon.
The people of Niimi remain welcoming and friendly as well, 
and I now have friends around the mountain in Hongo, I 
attend an outstanding karate class in Takahashi, and I'll 
even spend the occasional Saturday morning studying or 
just reading atop the peaceful park at Joyama. As another 
unique feature of my life in Niimi, though, my work with 
the students has proved a refreshing and inspiring 
experience, and through striving alongside the incredible 
teachers at my school, I've gained a powerful new 
appreciation for the ethics, discipline, and cultural splendor 
of Japan.
Now entering my second year, I can't wait to explore and 
adventure farther into the amazing cities, history, and 
countryside of this incredible place. See you around town!

北

か

ら

第　

通
��

 横  張  重 喜   さん

よこ はり しげ き

岡山県倉敷市
（出身：大佐大井野）
６０歳　自営業

人
々
が
戦
争
に
よ
り
犠
牲
に
な
っ
た
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら　

年
、
平
成

��

　

年
�
月　

日
世
界
中
の
人
々
を
震
撼
さ

��

��

せ
た
未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
。
大
津
波
、

原
発
事
故
、
誰
も
が
想
像
し
え
な
か
っ
た

年
に
還
暦
を
迎
え
る
と
い
う
事
に
対
し
て
、

何
か
し
ら
昭
和　

年
に
生
ま
れ
た
自
分
た

��

ち
は
悟
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　

余
り
に
も
便
利
に
な
り
す
ぎ
た
社
会
、

そ
の
中
で
起
こ
る
傲
慢
さ
、
大
自
然
の
法

則
を
無
視
し
た
生
き
方
、
そ
う
い
う
ツ
ケ

ふ
る
さ
と
大
井
野
を
離
れ
て　

年
��

余
り
が
経
ち
ま
し
た
。
今
年
還
暦

を
迎
え
ふ
る
さ
と
の
友
と
再
会
し
懐
か
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

還
暦
を
迎
え
て
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年 
辛  
卯 
。 

辛 
と
は
「
草
木
が
枯

か
の
と 

う 

か
の
と

��

れ
新
し
く
芽
が
吹
き
矛
盾
が
表
に
表
れ
そ

れ
を
受
け
て
行
く
と
い
う
年
で
あ
る
」
と

言
わ
れ
た
立
派
な
人
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

歴
史
は
繰
り
返
さ
れ
る
と
も
言
い
、
ま

さ
し
く
私
が
生
ま
れ
た
年
は
昭
和　

年
、

��

こ
の
年
は
朝
鮮
動
乱
が
勃
発
し
多
く
の

ふ

��������	
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が
今
廻
っ
て
き
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

原
点
に
帰
り
、
大
自
然
の

法
則
を
し
っ
か
り
学
び
、学
ん
だ
こ

と
を
実
践
し
な
い
限
り
、安
穏
な
生

活
は
あ
り
得
な
い
。そ
の
よ
う
な
気

が
し
て
な
ら
な
い
こ
の
頃
で
す
。

南 か ら

★
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　�月��日�、きらめき広場・哲西で「米粉料理
キッチン」が開催されました。
　これは、米粉の利用促進を目的に開かれたもの
で、市内から約��名が参加し米粉を使ったメ
ニューに挑戦しました。
　参加者は手際良く�品の調理を行い、その後試
食、意見交換を行いました。意見交換では、「初め
ての挑戦だったが、簡単にできた。他のレシピに
も挑戦したい」などの意見を交換していました。

　�月�日�、憩いとふれあいの公園屋内ゲート
ボール場で、「サマーナイトフェスティバル」が開
催され、たくさんのイベントが催されました。ス
テージでは、大声大会、バルーンアート、お菓子
の早食いなどが行われ、会場は大きな歓声につつ
まれ、イベントを楽しむ家族連れの笑顔で溢れて
いました。

　�月��日�、新見市青少年育成連
絡協議会が街頭活動を行い、市民へ
青少年の非行防止を呼びかけまし
た。この日は、サンパーク新見店の
ほか市内の各所で活動し、啓発チラ
シなどを配布しました。

　�月�日�、市役所市民ホールで「第��回社会を
明るくする運動」法務大臣メッセージ伝達式が行わ
れました。
　この運動では、「犯罪や非行をした人たちの就労、
住居などの生活基盤づくり」と「立ち直りを支える
取り組みについての理解促進」を重点項目に、のぼ
りなどを設置して犯罪や非行のないまちづくりを訴
えました。

楽しいイベントが盛りだくさん
 ●サマーナイトフェスティバル

非行防止を呼びかける
●健全育成キャンペーン

法務大臣のメッセージを伝達
●社会を明るくする運動

新しいメニューに挑戦
●米粉料理キッチン
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　�月�日�、市内でクリーンアップＥＣＯ
運動が実施されました。昨年までの「川をき
れいにする運動」から事業名を改め、川だけ
でなく道路沿いや公園などの清掃も行いま
した。市民は朝早くから、道路や公園など
のゴミを拾い地域の美化運動に努めました。

　�月�日�、市民グラウンドで新見市小
学生親睦ソフトボール大会が開催されまし
た。市内から��チームが出場し熱戦を繰り
広げました。選手たちは保護者などからの
声援をうけ、時折降る雨にも負けずプレー
していました。

勝利を目指して
●新見市小学生親睦ソフトボール大会

まちがきれいになりました
●クリーンアップＥＣＯ運動

　�月�日�、きらめき広場・哲西で健康と福祉をテーマに
した「きらめき健康福祉まつり」が開催されました。
　血圧・血管年齢測定などの健康チェックやげんき広場の
運動指導士による健康体操、消防職員による“救急啓発活
動”ほか、食育フェアなどのコーナーが催されました。

みんなで・自分で健康チェック
●きらめき健康福祉まつり

　�月��日�、神代小学校の児童が学校近くの神代
川で川の環境探偵団を行いました。
　はじめに、砂糖や醤油などを混ぜた水で水質検査
を行い水の汚れについて勉強しました。続いて、神
代川へ移動して生きもの観察を行い、子どもたち
は、川の中の虫や魚を捕まえていました。
　これからも川に虫や魚が住むことのできる“きれ
いな川にしたい”と環境についての意識を高めてい
ました。この他、高尾小学校、塩城小学校でも行わ
れます。

神代川はきれいかな
●身近な川の環境探偵団
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妊
娠
は
す
る
け
れ
ど
、
流
産
、
死

産
や
早
期
新
生
児
死
亡
（
生
後
�
週

間
以
内
の
赤
ち
ゃ
ん
の
死
亡
）
を
繰

り
返
し
て
結
果
的
に
子
ど
も
を
持
て

な
い
こ
と
を
、
不
育
症
と
い
い
ま
す
。

　

流
産
な
ど
を
何
回
繰
り
返
す
と
不

育
症
と
な
る
か
の
定
義
は
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
一
般
的
に
は
�
回
連

続
し
た
流
産
な
ど
が
あ
れ
ば
不
育
症

と
診
断
さ
れ
、
原
因
を
究
明
し
ま
す
。

　

ま
た
、
�
人
目
を
正
常
に
分
娩
し

て
も
、
�
人
目
、
�
人
目
が
続
け
て

流
産
や
死
産
に
な
っ
た
場
合
、
続
発

性
不
育
症
と
し
て
検
査
を
し
、
治
療

を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

不
育
症
と
診
断
さ
れ
た
人
の
半
数

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

は
原
因
不
明
で
、
残
り
の
半
数
は
、

子
宮
形
態
異
常
、
甲
状
腺
異
常
、
染

色
体
異
常
な
ど
の
病
気
が
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。
原
因
が
わ
か
ら
な
い

場
合
で
も
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受

け
た
人
は
次
の
妊
娠
成
功
率
が
高
い

こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
原
因
が
は

っ
き
り
し
た
人
は
、
治
療
を
受
け
る

こ
と
で　

％
以
上
の
人
が
無
事
妊
娠

��

出
産
し
て
い
ま
す
。

�
岡
山
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

（
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
）

　

Ｅ
メ
ー
ル　

fu
n
in
@
c
c
.o
k
a
y
a

m
a
-u
.a
c.jp

�
岡
山
県
に
お
け
る
生
殖
医
療
専
門

医
を
有
す
る
指
定
医
療
機
関

　

岡
山
大
学
病
院　

（
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
）　

　

�
社
団
岡
山
二
人
ク
リ
ニ
ッ
ク　

（
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
）

　

川
崎
医
科
大
学
附
属
病
院
（
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
）

　

名
越
産
婦
人
科
（
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
）

　

市
で
は
、
不
妊
症
の
た
め
に
子
ど

も
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
夫
婦
が
、

医
療
保
険
対
象
外
の
不
妊
治
療
を
受

け
た
場
合
、
そ
の
治
療
費
の
一
部
を

助
成
す
る
不
妊
症
対
策
支
援
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

〈
対
象
者
〉

�
戸
籍
法
の
規
定
に
よ
る
夫
婦
、
ま

た
は
外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項

証
明
書
に
よ
り
婚
姻
が
確
認
で
き

る
夫
婦
で
、
夫
婦
の
両
方
が
、
交

付
申
請
日
に
お
い
て
、
本
市
に
�

年
以
上
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

�
第
�
子
を
対
象
と
し
て
治
療
を
行

う
人
。

〈
補
助
金
の
内
容
〉

�
�
回
の
治
療
に
つ
き　

万
円
を
限

��

度
と
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
治
療
費
が　

万
円
か
か

（例）

��

っ
た
場
合
、
岡
山
県
不
妊
治
療
支

援
事
業
助
成
費　

万
円
を
差
し
引

��

い
た
、　

万
円
の
�
、　

万
�
千

��

��

円
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

�
補
助
金
の
交
付
は
、
年
度
を
問
わ

ず
�
対
象
者
に
対
し
�
回
を
限
度

と
し
ま
す
。

〈
補
助
金
の
申
請
〉

�
治
療
後
に
補
助
金
交
付
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

�
補
助
金
交
付
申
請
は
、
治
療
年
度

を
原
則
と
し
ま
す
が
、
県
の
事
業

な
ど
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合

は
、
申
請
日
の
属
す
る
年
度
の
交

付
申
請
を
も
っ
て
交
付
を
行
い
ま

す
。

（
添
付
資
料
）

�
不
妊
症
対
策
支
援
事
業
医
療
機
関

証
明
書

�
医
療
機
関
の
発
行
す
る
領
収
書

�
県
の
事
業
に
該
当
す
る
人
は
、
不

妊
治
療
支
援
事
業
承
認
決
定
書
の

写
し

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
親
子
保
健
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
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�
�
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　子どもの夜間の急な発熱、けいれんなどの症状について当番の小児科医または看護師などが
電話で相談に応じるとともに受診などについて適切なアドバイスを行います。

■電話番号　����� または�������������
　（＃����については、携帯電話およびプッシュ回線固定電話のみご利用できます。）
■相談日時　�平日：��：��～��：��  �土曜、日曜、祝日および��月��日 ～翌年�月�日： ��：��～��：��
■対 象 者　県内にお住まいのおおむね��歳以下の子どもおよびその保護者

��
����
����

���������������������������������
����������������������

��������	
����������	


高尾高西町・介護老人保健施設
「くろかみ」内

����

新見市休日・準夜間診療所（������）
診 療 日：月～金曜日
休 診 日：毎週土曜日、
　　　　　日曜日、祝日

�月�日（日）
新見市　新見中央病院 ������
庄原市　日伝医院 �����������
真庭市　落合病院（内） ����������
真庭市　中山病院（外） ����������
真庭市　宮島医院（内） ����������

�月��日（土）
新見市　通常診療を行っています。
庄原市　こぶしの里病院 �����������
真庭市　湯原温泉病院（内・外） ����������
真庭市　落合病院（内） ����������

�月��日（日）
新見市　太田病院 ������
庄原市　東城病院 �����������
真庭市　河本病院（内・外） ����������
真庭市　近藤病院（内・外） ����������

�月��日（月）
新見市　長谷川紀念病院 ������
庄原市　三上クリニック �����������
真庭市　湯原温泉病院（内・外） ����������
真庭市　金田病院（内・外） ����������

�月��日（日）
新見市　渡辺病院 ������
庄原市　こぶしの里病院 �����������
真庭市　金田病院（内・外） ����������
真庭市　中井医院（内） ����������

�月��日（日）
新見市　長谷川紀念病院 ������
庄原市　東城病院 �����������
真庭市　勝山病院（内・外） ����������
真庭市　まつうら医院（内） ����������
真庭市　さくもとｸﾘﾆｯｸ（外） ����������

�月�日（日）
新見市　新見中央病院 ������
庄原市　瀬尾医院 �����������
真庭市　落合病院（内） ����������
真庭市　金田病院（外） ����������
真庭市　片岡医院（内） ����������

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（������）

新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（������）
※受付時間　�：��～��：��　

��

��

����������������������
����������������������

��������	
��

��������	
����
���
�

��������	
�

診療時間：��時～��時
診療科目：内科、小児科

���������	


�����������

平成��年
�月生
�月生

��：��～��：��  新見市保健
  福祉センター水�月��日

��������

��：��～��：��
山村開発センター金�月��日

��：��～��：��

���

＊��歳～��歳の人は、��歳～��歳までの間に献血の経験がある人に限られます。
＊身分確認ができる物を持参してください。

＊�月�日以降の日程は�月号に掲載します。
＊送迎については、地域により送迎車輌を運行します。
　なお、運行コースや時間、対象地区のくわしい地区割りについては、
　検診が近づきましたら広報します。
＊その他詳細については、お配りしている「新見市成人検診ガイドブ
ック」をご覧ください。

��������受付時間 �：����：��
（健康診査、特定健康診査、結核・肺がん検診、胃がん検診、大腸がん検診、前立腺がん検診）

����������

高尾（思誠小学校区）新見市
保健福祉センター

月�月�日

西方（思誠小学校区）・下熊谷火�月�日

上熊谷
熊谷市民センター

水�月��日

菅生木�月��日

足立・落合～三室・釜村（三ヶ市～田口）

神郷保健センター

水�月��日

下神代・笹尾木�月��日

高瀬・和忠・新郷団地・本村・舞尾・畑原・段金�月��日

大野全地区、田淵全地区

哲多総合センター

月�月��日

荻尾全地区、矢戸全地区、老栄全地区火�月��日

花木全地区、成松地区（守家）水�月��日

宮河内全地区、成松地区（上成松・戸宮）
本郷地区（掛土井）

木�月��日

蚊家全地区、成松地区（守家団地・青山
団地）本郷地区（掛土井を除く）

金�月��日

大野部・八鳥・東区・井下・城山・天王

きらめき広場・哲西

月�月��日

大竹・畑木・横田・頼重・生木・野原・信藤火�月��日

矢田・上神代水�月��日

千屋千屋市民センター
木�月�日

金�月�日

布瀬・田治部おおさ総合センター月�月�日

���������	


�����������

平成��年
�月生
�月生

��：��～��：��  新見市保健
  福祉センター水�月��日

�����������

平成��年
�月生��：��～��：��  新見市保健

  福祉センター火�月��日

��������

����������������������
����������������������
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本
年
度
、
次
の
各
種
種
目

の
受
験
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

■
防
衛
大
学
校

　

修
学
年
限
�
年
、
卒
業
後

�
年
で
�
等
陸
・
海
・
空
尉

に
昇
任
し
ま
す
。

○
受
験
資
格
…
高
卒
（
見
込

み
を
含
む
）
〜　

歳
未
満

��

○
受
付
期
間

�
推
薦
…
�
月
�
日
�
〜
�

日
�

�
一
般
…
�
月
�
日
�
〜　
��

日
�

○
試
験

�
推
薦
…
�
月　

日
�
、　

��

��

日
�

�
一
般
…　

月
�
日
�
、
�

��

日
�

■
防
衛
医
科
大
学
校

　

修
学
年
限
�
年
、
医
師
免

防
衛
省
か
ら
の

お
知
ら
せ

許
取
得
後
�
等
陸
・
海
・
空

尉
に
昇
任
し
ま
す
。

○
受
験
資
格
…
高
卒
（
見
込

み
を
含
む
）
〜　

歳
未
満

��

○
受
付
…
�
月
�
日
�
〜　
��

日
�

○
試
験
…　

月　

�
、　

日

��

��

��

�
■
看
護
学
生

　

修
学
年
限
�
年
、
看
護
師

免
許
取
得
後
�
等
陸
曹
に
昇

任
し
ま
す
。

○
受
験
資
格
…
高
卒
（
見
込

み
を
含
む
）
〜　

歳
未
満

��

○
受
付
…
�
月
�
日
�
〜　
��

日
�

○
試
験
…　

月　

日
�

��

��

　

平
成　

年
�
月
お
よ
び
�

��

月
入
隊
の
自
衛
官
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
航
空
学
生

　

海
・
空
自
衛
隊
の
パ
イ
ロ

ッ
ト（
幹
部
）に
な
る
コ
ー
ス

○
受
験
資
格
…
高
卒
（
見
込

み
を
含
む
）　

歳
以
上　

��

��

歳
未
満

○
受
付
期
間
…
�
月
�
日
�

〜
�
月
�
日
�

○
試
験
…
�
月　

日
�

��

■
一
般
曹
候
補
生

　

�
年
�
か
月
経
過
以
降
選

考
に
よ
り
�
曹
（
小
部
隊
の

指
揮
官
）
に
な
る
コ
ー
ス

○
受
験
資
格　

　
　

歳
以
上　

歳
未
満

��

��

○
受
付
期
間　

　

�
月
�
日
�
〜
�
月
�
日

�
○
試
験
…
�
月　

日
�

��

■
自
衛
官
候
補
生

　

任
期
制

�
�
�
�

　

（
�
等
陸
・
海
・
空
士
か
ら

名
称
・
制
度
が
変
わ
り
ま
し

た
。）

○
受
験
資
格

　
　

歳
以
上　

歳
未
満　

��

��

○
受
付
期
間

　

�
月
�
日
�
〜
�
月
�
日

�
○
試
験

　

男
子
…
�
月　

日
�
〜　

��

��

日
�
の
間
の
指
定
日

　

女
子
…
�
月　

日
�
〜　

��

��

日
�
の
間
の
指
定
日

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
高
梁
地
域
事
務
所

　

（
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

�
）

h
ttp
://w

w
w
.m
o
d
.g
o
.j

p
/p
co
/o
k
a
y
a
m
a
/

　

吉
備
国
際
大
学
で
は
、
心

理
相
談
室
を
開
設
し
、
地
域

の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
心
の

問
題
に
関
す
る
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

不
安
や
う
つ
、
子
育
て
、

不
登
校
や
い
じ
め
、
ひ
き
こ

も
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
や
困
難
に
つ
い
て
相
談
員

が
一
緒
に
考
え
毎
日
の
生
活

の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
に
関
わ
る
秘

密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間
…
月
曜
日
〜
金

曜
日　

�
時　

分
〜　

時

��

��

　

分
（
受
付
終
了
後
、
初

��回
面
接
日
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。）

■
相
談
料
…
�
回
� ,
�
�

�
円
（
初 
回 
の 
み 
� , 
� 
�

 
� 
円
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

吉
備
国
際
大
学
臨
床
心
理

相
談
研
究
所　

心
理
相
談

室
（
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
）

吉
備
国
際
大
学

「
心
理
相
談
室
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い



����������
������������

　

岡
山
地
方
法
務
局
お
よ
び

岡
山
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
次
の
と
お
り
「
全

国
一
斉
『
高
齢
者
・
障
害
者

の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
』
強

化
週
間
」
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
中
は
、
通
常
の
相
談
時

間
を
延
長
し
て
電
話
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
虐
待
や
嫌

が
ら
せ
な
ど
で
お
困
り
の
高

齢
者
・
障
害
者
の
人
や
、
近

所
で
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
見

聞
き
し
た
と
い
う
人
は
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

■
期
間　

�
月
�
日
�
〜
�

月　

日
�

��

■
時
間　

�
時　

分
〜　

時

��

��

（
土
・
日
曜
日
は　

時
〜　

��

��

時
）

■
相
談
電
話
番
号　

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
（
通

話
料
有
料
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
地
方
法
務
局

　

（
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

�
�
�
）

　

失
明
は
、
人
生
の
悲
し
い

出
来
事
の
一
つ
で
す
。
空
の

広
さ
、
海
の
青
さ
や
花
の
美

し
さ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
ば
か
り
か
、
世
の
中

の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
る

こ
と
が
非
常
に
困
難
と
な
り

ま
す
。

　

県
内
で
は
今
す
ぐ
手
術
が

必
要
で
角
膜
移
植
の
順
番
を

待
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
は　
��

人
（
本
年
�
月
末
）
お
ら
れ

ま
す
が
、
昨
年
度
、
角
膜
移

植
の
た
め
に
提
供
さ
れ
た
眼

球
は　

眼
で
、
眼
球
数
が
非

��

常
に
不
足
し
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
善
意
を
お
ま
ち
し

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

�
岡
山
県
ア
イ
バ
ン
ク

　

〒
�
�
�
�
�
�
�
�

　

岡
山
市
北
区
大
元
駅
前
�

�　

（
�
�
�
�
�
�
�

��
�
�
�
�
�
�
）（ 

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
）

　

全
国
に
は
臓
器
移
植
希
望

者
（
眼
球
を
除
く
）
は
約
�

� ,
�
�
�
人
お
ら
れ
ま
す

が
、
平
成　

年
に
移
植
を
受

��

け
ら
れ
た
人
は
�
�
�
人
と

極
め
て
少
な
い
状
況
で
す
。

　

臓
器
移
植
は
、
善
意
に
よ

る
臓
器
の
提
供
が
あ
っ
て
こ

そ
成
り
立
つ
医
療
で
す
。
臓

器
提
供
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

�
岡
山
県
臓
器
バ
ン
ク

　

〒
�
�
�
�
�
�
�
�

　

岡
山
市
北
区
大
元
駅
前
�

�　
��

　

（
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
）（ 

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
）

　

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推

進
セ
ン
タ
ー
（
ウ
ィ
ズ
セ
ン

タ
ー
）
で
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
事
業
と
し
て
、
結
婚
・

出
産
・
育
児
・
介
護
な
ど
で
、

い
っ
た
ん
仕
事
を
中
断
し
再

就
職
を
希
望
す
る
女
性
を
対

象
に
、
就
業
に
関
す
る
基
礎

知
識
や
エ
ク
セ
ル
�
級
程
度

の
パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
な
ど

を
習
得
す
る
講
座
を
開
設
し

ま
す
。

■
受
講
期
間

　

�
月　

日
�
〜　

月　

日

��

��

��

�
※
期
間
内
の
毎
週
水
曜
日
〜

土
曜
日
の　

日
間

��

　
　

時　

分
〜　

時

��

��

��

■
会
場

　

津
山
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
さ
ん
・
さ
ん
」

　

津
山
市
新
魚
町　
　

ア
ル

��

INFORMATION

ネ
・
津
山
�
階

■
申
込
方
法

　

�
月　

日
�
〜　

日
�
ま

��

��

で
に
、
受
講
申
込
書
を
ウ

ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送

※
可
能
で
あ
れ
ば
簡
易
書
留

■
応
募
資
格

　

結
婚
・
出
産
・
育
児
・
介

護
な
ど
で
い
っ
た
ん
仕
事

を
中
断
し
再
就
職
を
希
望

す
る
女
性
で
、
講
座
に　
��

日
間
出
席
で
き
る
人

■
受
講
料

　

無
料

※
た
だ
し
、
教
材
費
・
検
定

受
験
料
は
実
費
負
担
（
合

計
�
万
� ,
�
�
�
円
を

予
定
）

■
募
集
人
数　

　
　

人
��

※
選
考
に
よ
り
決
定

■
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
�
�
�
�
�
�
�
�

　

岡
山
市
北
区
南
方
�
�　
��

�
�　

　

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
�
階

　

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推

進
セ
ン
タ
ー
（
ウ
ィ
ズ
セ

ン
タ
ー
）

　

（
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
）

「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い

目
の
不
自
由
な
人
の

た
め
に
愛
の
光
を

臓
器
提
供
意
思
表
示

カ
ー
ド
を
持
ち
ま
し
ょ
う

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座　

受
講
生
募
集



������������
����������

　

安
全
・
確
実
・
有
利
な
中

小
企
業
の
た
め
の
国
の
退
職

金
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
。

「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制

度
」
は
、
掛
金
に
対
し
て
国

の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

〈
制
度
の
特
色
〉

■
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら

の
移
行
先
で
す
。

�
平
成　

年
�
月　

日
が
移

��

��

行
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�
適
格
年
金
資
産
を
全
額
移

換
で
き
ま
す
。

■
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成

し
ま
す
。

�
中
退
共
制
度
に
新
し
く
加

入
す
る
事
業
主
に
、
掛
金

月
額
の
�
（
上
限
� ,
�
�

�
円
）
を
従
業
員
ご
と
に
、

加
入
後
�
か
月
目
か
ら
�

年
間
助
成
し
ま
す
。

�
�
� ,
�
�
�
円
以
下
の

掛
金
月
額
を
増
額
す
る
事

業
主
に
、
増
額
分
の
�
を

増
額
し
た
月
か
ら
�
年
間

助
成
し
ま
す
。

■
掛
金
は
全
額
非
課
税
に
な

り
ま
す
。

■
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
の

人
も
加
入
で
き
ま
す
。

■
退
職
金
の
管
理
が
簡
単
で

す
。

�
外
部
積
立
型
だ
か
ら
管
理

に
手
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退

職
金
共
済
機
構　

中
小
企

業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

（
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
）

　

「　

歳
以
上
へ
の
定
年
引

��

き
上
げ
」、「
希
望
者
全
員
を

対
象
と
す
る　

歳
以
上
ま
で

��

の
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
」

ま
た
は
「
定
年
の
定
め
の
廃

止
」
の
制
度
を
導
入
し
、
�

か
月
以
上
経
過
し
た
中
小
企

業
事
業
主
に
対
し
、
導
入
し

た
制
度
に
応
じ
て
一
定
額
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
要
件
の
く
わ
し
い
内

容
は
、
独
立
行
政
法
人
高
齢

･
障
害
者
雇
用
支
援
機
構
岡

山
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

【
岡
山
高
齢
・
障
害
者
雇
用

支
援
セ
ン
タ
ー
】

　

岡
山
市
北
区
下
石
井
�
�

�
�
�　

岡
山
第
一
生
命

ビ
ル
�
階
（
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
）

※
高
齢
･
障
害
者
雇
用
支
援

機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

tt

p
://w

w
w
.je
e
d
.o
r.jp
/

）
で

も
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

岡
山
県
備
北
保
健
所
新
見

支
所
で
は
、
精
神
科
医
師
・

保
健
師
に
よ
る
心
の
健
康
相

談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。　

■
日
時
（
�
・
�
月
分
）

�
精
神
科
医
師
に
よ
る
心
の

健
康
相
談

　

�
月　

日
�

��

　
　

時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

��

　

�
月
�
日
�　

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

�
専
門
家
に
よ
る
思
春
期
心

の
健
康
相
談

　

�
月
�
日
�

　
　

時
〜　

時

��

��

■
場
所

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
岡
山
県
備
中
県
民
局
新

　

見
地
域
事
務
所
内
）

※
必
要
に
応
じ
て
訪
問
相
談

も
し
て
い
ま
す
。

■
相
談
料

　

無
料

■
申
込
方
法

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
備

北
保
健
所
新
見
支
所
へ
電

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

切
れ
た
電
線
や
垂
れ
下
が

っ
た
電
線
は
、
感
電
の
恐
れ

が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。
絶

対
に
近
づ
い
た
り
、
触
れ
た

り
せ
ず
に
中
国
電
力
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
国
電
力
株
式
会
社　

　

岡
山
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

　

（
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

�
�
�
）

INFORMATION

中
小
企
業
退
職
金

共
済
制
度
の
ご
案
内

中
小
企
業
定
年
引
き
上

げ
等
奨
励
金
の
ご
案
内

平
成　

年
度

２３

心
の
健
康
相
談
の
ご
案
内

切
れ
た
電
線
に

近
づ
か
な
い
で
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新
見
市
観
光
協
会
は
、
今

年
�
月
、
こ
れ
ま
で
新
見
市

の
観
光
・
物
産
の
Ｐ
Ｒ
な
ど

を
担
っ
て
き
た
市
観
光
協
会

（
事
務
局：

新
見
商
工
会
議

所
）
と
市
観
光
物
産
協
議
会

（
事
務
局：

市
商
工
観
光
課
）

が
統
合
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　

新
し
く
な
っ
た
観
光
協
会

で
は
、
観
光
や
物
産
に
関
わ

る
多
く
の
人
に
参
画
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
次
の
内
容
で

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
会
費　

　

�
� ,
�
�
�
円
（
年
額
）

　

以
上

■
申
込
期
間

　

随
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
観
光
協
会
事
務
局

（
太
池
邸
内
）
新
見
市
新
見

�
�
�
（
�
�
�
�
�
�
）

　

山
田
方
谷
記
念
館
で
は
山

田
方
谷
に
関
す
る
勉
強
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
　
　

■
開
催
日　

　

�
月　

日
�

��

　
　

時
〜　

時

��

��

■
場
所　
　

　

新
見
市
大
佐
小
南
�
�
�

番
地
�
山
田
方
谷
記
念
館

研
修
室

■
参
加
料　

　

�
�
�
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

山
田
方
谷
記
念
館

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ

ン
タ
ー
農
業
大
学
校
で
は
、

平
成　

年
度
の
学
生
を
募
集

��

し
ま
す
。

■
受
付
期
間

�
推
薦

　

�
月　

日
�
〜
�
月　

日

��

��

�
�
一
般
前
期

　
　

月　

日
�
〜　

月　

日

��

��

��

��

�
�
一
般
後
期

　

�
月
�
日
�
〜
�
月　

日
��

�
■
入
学
試
験
日

�
推
薦

　
　

月
�
日
�

��
�
一
般
前
期

　
　

月
�
日
�

��
�
一
般
後
期

　

�
月
�
日
�

■
募
集
人
数

　
　

名
��

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
�
�
�
�
�
�
�
�

　

岡
山
県
赤
磐
市
東
窪
田
�

�
�

　

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ

ン
タ
ー
農
業
大
学
校

　

（
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
）

　

（ 

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
）

　

E
-m
a
il:n
o
u
so
u
-n
o
u
d
a

i@
p
re
f.o
k
a
y
a
m
a
.lg
.jp

　

岡
山
県
で
は
、
次
の
内
容

で
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
受
験
資
格

�
警
察
官
Ａ　

　

昭
和　

年
�
月
�
日
以
降

��

に
生
ま
れ
た
者
。
大
卒
ま

た
は
平
成　

年
�
月　

日

��

��

ま
で
の
卒
業
見
込
み
の
者
。

�
警
察
官
Ｂ

　

昭
和　

年
�
月
�
日
〜
平

��

成
�
年
�
月
�
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者
。
大
卒
ま
た

は
平
成　

年
�
月　

日
ま

��

��

で
の
卒
業
見
込
み
の
者
を

INFORMATION

除
く
。

�
警
察
事
務
職
員

　

平
成
�
年
�
月
�
日
〜
平

成
�
年
�
月
�
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者
。

■
試
験
の
程
度

�
警
察
官
Ａ

　

大
学
卒
業
程
度

�
警
察
官
Ｂ

�
警
察
事
務
職
員

　

高
校
卒
業
程
度

■
受
験
申
込
期
限

　

�
月　

日
�
ま
で　

��

　

※
電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、

�
月　

�
ま
で

��

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
警
察
署　

警
務
課

　

（
�
�
�
�
�
�
）

新
見
市
観
光
協
会
の

会
員
募
集

「
山
田
方
谷
先
生
を

学
ぶ
会
」の
ご
案
内

農
業
大
学
校
学
生
募
集

岡
山
県
警
察
官
・　
　
　

警
察
事
務
職
員
募
集
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土金木水火月日

������

�����������

��������������

��������������

��������

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
ｈｔｔｐ：//ｌｉｂ．ｃｉｔｙ．ｎｉｉｍｉ．ｏｋａｙａｍａ．ｊｐ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍ

休館日�■■�����
新見市新見��� -� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��　日・祝…��：��～��：��）

休館日�■■���������	
����
新見市大佐小阪部���� -� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��　日・祝…��：��～��：��）

休館日�■■��������	
��

�

新見市神郷下神代���� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��）

休館日�■■�����
新見市哲西町矢田���� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
����
新見市哲多町本郷����� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
�
新見市西方���� -� （������  ���������）
������������	
��		�	
���������	
������������	
�

�
月
の
休
館
日

���������		
��

『この女』
 森 　 絵  都 ／著　����年
もり え と

�
�
�

�
��

�
�
�

�
�
�
�

◇新見図書館・哲西図書館・おおさ総合センター・神郷生涯学習センター・哲多総
合センター・学術交流センター図書館で借りた図書などは、この�施設のどこ
でも返却できます。  ただし、この�施設が所蔵する図書などに限ります。

『クレプスリー伝説�』
ダレン・シャン/著　����年

　若き日のラーテン少年は、あ
る事件をきっかけに殺人を犯す。
そしてバンパイアと出会い、闇
の世界に足をふみいれることに
…。「ダレン・シャン」のキャラ
クター、ラーテン・クレプスリ
ーの数奇な人生を描く。

　あんたのヒロイン、なかなか
のタマやなー。釜ケ崎で働く甲
坂礼司は、ホテルチェーンのオ
ーナー二谷啓太に、妻をモデル
に小説を書いてくれと頼まれる。
妻の結子は神戸・三宮のホテル
に1人で住む、つかみ所のない
女だった。

『ガリガリ君空を飛ぶ』
 高  橋 　 俊  之 /イラスト　����年
たか はし とし ゆき

『｢うつです｣というその前に』
 香  山 　リカ/著　　 鳥  居 　 志  帆 /著　����年
か やま とり い し ほ

　真面目一筋で会社に忠誠を
尽くすお父さん、就職活動に失
敗し引きこもりになったアユ
ム、夫・息子に不満をもって家
事を放棄したお母さん。そんな
宇津家の治療にあたる精神科
医の漫画を通して、うつを学べ
る。

　ガリガリ君がまいた種は、芽
が出てぐんぐん大きくなり、枝
にひっかかったガリ子ちゃんを
空へとつれていってしまい…。
人気アイスのキャラクター「ガ
リガリ君」が大活躍する、ゲー
ムとクイズがいっぱいの絵本。

�������
全館�市内図書館スタンプラリー�月��日�～�月��日�

新見�一日図書館員になろう！　�月��日�

　　�感想文の書き方教室へどうぞ！　�月�日�、�日�

　　�リサイクル・ミニミニ展示コーナーを設けています。

哲西�古本リサイクル　�月��日�～�月��日�

　　�哲西スタンプラリー　�月��日�～�月��日�

　　�課題図書等の展示　　�月��日�～�月��日�

�月�日�　��：��～　涼風歴史講座　第�回（新見）

�月��日�　��：��～　子ども映画会（哲西）

　　　　　　��：��～　子ども向けＤＶＤ絵本（学術）

　　　　　　��：��～　ＤＶＤ『劇団四季ミュージカル

　　　　　　　　　　 李香蘭』（学術）

�月��日�　��：��～　夏休みこどもお楽しみ会　パート�（新見）

　　　　　　��：��～　こども映画会（新見）



����������
������������

��������������	
い ふう らい

新見市法曽���番地（������）

開館時間��：��～��：��
休 館 日�毎週月曜日（ただし、�/���は開館し、翌���は休館）
同時開催中�創作土偶展「法曽原に生きる人々 partⅡ」（～�／�）

新見美術館

法曽陶芸館

●常設展示観覧料
　一般…���円（���円）　高校生…���円（���円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※ただし、中学生以下は入館無料になります。

●観覧料
　一　般…���円（���円）中高生…���円（���円）
　小学生…���円（���円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※市内小中学生は「こころふれあいパスポート」
　提示で入館無料になります。

新見市西方���番地（������）

　

空
高
く
盛
り
上
が
る
山
々

　
　

大
地
の
大
き
な
お
腹
は

　
　
　

新
し
い
季
節
を
は
ら
ん
で

　
　
　
　

い
ま
に
も
は
じ
け
そ
う
だ

　

彼
女
の
あ
た
た
か
な
体
温

　
　

胎
動
す
る
生
命
の
鼓
動

　

近
年
、
中
国
山
脈
の
山
々
の
霊
気
あ
ふ
れ
る

 
豊  
饒 
を
縄
文
文
様
に
こ
め
て
精
力
的
に
創
作
し

ほ
う 

じ
ょ
う

て
い
る
猪
風
来
。
こ
の
た
び
、
奥
深
い
山
々
の

匂
い
立
つ
精
気
が
女
神
の
姿
と
な
り
、
春
の 
豊 

ほ
う

 
饒 
・
秋
の 
豊  
饒 
の
化
身
と
し
て
結
実
し
ま
し
た
。

じ
ょ
う 

ほ
う 

じ
ょ
う

〈
特
別
展
示
〉猪
風
来
の
新
作
大
型
土
偶

「春の女神・秋の女神」

《
ま
な
ざ
し
》

開館時間��：��～��：��（入館は��：��まで）
休館日�月曜日（ただし、�／���は開館）

こ
の
中
国
山
地
よ
り
産
ま
れ 
出 
た
ふ
た
り
の
女

で

神
は
、
猪
風
来
の
開
眼
作
「
生
命
の
シ
リ
ー
ズ
」

に
連
な
る
あ
ら
た
な
代
表
作
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

２
つ
の
縄
文
大
型
土
偶
（
高
さ　

�
）
は
猪

８０

風
来
が　

年
間
の
修
業
の
中
で
つ
ち
か
っ
た
熟

３５

練
の
野
焼
き
技
法
に
よ
っ
て
焼
成
さ
れ
ま
し
た
。

太
陽
や
風
や
火
、
土
の
あ
り
様
に
し
た
が
う
極

意
か
ら
得
ら
れ
る
縄
文
野
焼
き
の
美
は
、
大
自

然
の
力
強
さ
と
豊
か
な
心
を
た
た
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
女
神
の
姿
を
み
な
さ
ん
ど
う
ぞ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

会
期
▼
�
月
�
日
�
〜
�
月　

日
�

��

　

思
わ
ず
抱
き
し
め
た
く
な
る
よ
う
な
、
優
し

く
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
人
形
た
ち
。「
家
族
」

を
テ
ー
マ
に
人
形
を
制
作
す
る
早
野
た
づ
子
さ

ん
。
そ
の
始
ま
り
が
長
女
・
薫
さ
ん
を
モ
デ
ル

に
し
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
娘
や
孫
た

ち
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
が
中
心
で
、「
家
族

の
愛
情
」
に
あ
ふ
れ
、
そ
こ
に
は
幸
せ
と
安
ら

ぎ
に
満
ち
た
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。
早
野
さ
ん
が
、
人
形
創
り
を
は
じ
め

た
の
は　

歳
の
時
。
新
築
し
た
自
宅
の
人
形
棚

��

に
飾
る
も
の
が
欲
し
く
て
、
当
時
�
歳
だ
っ
た

娘
さ
ん
を
モ
デ
ル
に
制
作
し
た
の
が
創
作
の
は

じ
ま
り
で
し
た
。
主
婦
の
友
社
の
手
芸
展
で
�

等
賞
に
輝
く
と
活
躍
の
場
が
広
が
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
展
覧
会
で
入
賞
・
入
選
を
重
ね
注
目
を
集

め
ま
す
。
そ
の
後
、
娘
さ
ん
の
成
長
と
と
も
に

一
時
人
形
制
作
か
ら
遠
ざ
か
り
ま
す
が
、
お
孫

さ
ん
の
誕
生
と
と
も
に
人
形
制
作
を
再
開
、
こ

れ
ま
で　

余
年
に
わ
た
り
、
家
族
の
ぬ
く
も
り

��

の
中
で
愛
情
を
い
っ
ぱ
い
に
受
け
て
成
長
す
る

子
ど
も
た
ち
の
姿
を
制
作
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
表
情
を
豊
か
に

と
ら
え
た
創
作
人
形
�
�
�
点
余
り
を
展
示
し
、

成
長
を
見
守
る
「
優
し
い
ま
な
ざ
し
」
と
、
純

真
に
見
つ
め
返
し
て
く
る
「
子
ど
も
の
ま
な
ざ

し
」
が
織
り
な
す
創
作
人
形
の
世
界
を
紹
介
し

ま
す
。

※
�
月
�
日
�　

時
か
ら
篠
塚
薫
さ
ん（
早
野

��

た
づ
子
さ
ん
の
長
女
）の
作
品
解
説
が
あ
り

ま
す
。

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


 

【
会
期
▼
�
月　

日
�
〜
�
月　

日
�
】

��

��
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� � �

�
��
�

�
��
��
�
���から

���まで

THU FRI SAT

�
第��回中国中学校ソフトボール 
選手権大会（第�日目）
��：��～
�ピオーネ球場（男子）
�市民運動公園（女子）
�学校教育課指導係（�����）

第��回新見ふるさとまつり
���：��～��：��
�新見駅前特設おまつり広場
�商工観光課商工観光係
　（�����）

�
心配ごと相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�社会福祉協議会哲多支所
　（�����）

第��回中国中学校ソフトボール 
選手権大会　開会式
���：��～
�ピオーネ球場
�学校教育課指導係（�����）

�

����
交通事故相談
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター
�生活環境課生活交通係
　（�����）

��

��
第��回国民体育大会ソフトボー
ル競技中国ブロック大会
（成年男女、少年男女）
��：��～
�新見市憩いとふれあいの公園・
　新見市民運動公園
�生涯学習課スポーツ振興係
　（�����）

��
人権・行政合同相談
���：��～��：��
�おおさ総合センター
�大佐支局（�����）

献血
���：��～��：�����：��～��：��
�山村開発センター
�健康づくり課健康支援係
　（�����）

心配ごと相談
���：��～��：��
�おおさ総合センター
�社会福祉協議会大佐支所
　（�����）

��
年金相談
���：��～��：��
�哲多支局
�哲多支局（�����）

��
映画鑑賞会
���：��～
�まなび広場にいみ大ホール
�生涯学習課文化振興係
　（�����）

����

�����
第�回新見市畜産共進会
��：��～��：��
�JA阿新肉用牛指導センター
�農林課農業振興係
　（�����）



����������
������������

� � �SUN MON TUE WED�

���
心配ごと相談
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター
�社会福祉協議会 本所
　（�����）

�
市政懇談会
「市長とフリートーク」
���：��～��：��
�山村開発センター
�企画政策課広報係
　（�����）

�

������
人権・行政合同相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�哲多支局（�����）

岡山県統一
ノーレジ袋デー
�参加各店舗（��店舗）
�生活環境課環境保全係
　（�����）

�
消費生活相談
��：��～��：��
�山村開発センター小会議室
�商工観光課商工観光係
　（�����）

�
心配ごと相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会
　哲西支所（�����）

�
第��回中国中学校ソフトボール 
選手権大会（第�日目）
��：��～
�ピオーネ球場（男子）
�市民運動公園（女子）
�学校教育課指導係（�����）

第��回四県四郡市総合体育大会
��：��～��：��
�鳥取県日野郡
�生涯学習課スポーツ振興係
　（�����）

������
心配ごと相談
法律相談（要予約）
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）

人権・行政合同相談
���：��～��：��
�新見市総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

������

��������
消費生活相談
��：��～��：��
�山村開発センター
�商工観光課商工観光係
　（�����）

��
第��回国民体育大会
ソフトボール競技
中国ブロック大会
（成年男女、少年男女）
予備日
�生涯学習課スポーツ振興係
　（�����）

��
満奇洞オカリナコンサート
���：��～��：��
�満奇洞
�商工観光課商工観光係（�����）

第��回国民体育大会ソフトボール
競技中国ブロック大会
（成年男女、少年男女）
��：��～
�新見市憩いとふれあいの公園・
　新見市民運動公園
�生涯学習課スポーツ振興係
　（�����）

�������������
第�回新見市民ゴルフ
（子育て・東日本大震災支援
チャリティ）大会
��：��～
�北房カントリークラブ
�生涯学習課スポーツ振興係
　（�����）
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■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市  〒���－���� 新見市新見���－�
　新見市総務部企画政策課　������

■ホームページ
　������������	�
��		�	�����������	
　携帯電話でもご覧になれます

平成��年 �月 号  平成��年�月�日 No.��

★�月号の「ハッピーバースデー」コーナーに掲載希望の人は、企画政策課広報係（������）にご一報ください。（締切は�月��日）

ハッピー�
バースデー�

総人口��� ���人  男��� ���人 女��� ���人 世帯数��� ���世帯   （平成��年�月��日現在）

■面積　��� � ���
■ひとのうごき （　 ）内は前月比較
　総人口　������人（－��人）
　　男　　������人（－�人）
　　女　　������人（－��人）
　出生…��人　 転入…��人
　死亡…��人　 転出…��人
　世帯数　������世帯（－�世帯）
　（平成��年�月末日現在）
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■市県民税　２期
　（納期限：�月��日）

■国民健康保険税　２期
　（納期限：�月��日）

■介護保険料　２期
　（納期限：�月��日）

■後期高齢者医療保険料　２期
　（納期限：�月��日）

今月、満�歳になる子どもたちです。
これからも元気で大きくなってね！
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